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ハイデンハインは、簡単な計測ステーション
から複雑なマルチポイント計測システムまで、
多くの計測アプリケーション用途に最適な計測
データ処理ユニットを用意しています。

これら製品の機能は特定用途向けになってい
ます。ハイデンハインの計測アプリケーション
用データ処理ユニットは、統計的工程管理
(SPC)用検査ステーション、投影機、測定顕
微鏡など、いずれの用途にも最適です。

ハイデンハインのマニュアル工作機械用デジタ
ル表示カウンタは、フライス、穴あけ、旋盤などの
作業を最適に支援します。これらに関しては、
当社ホームページwww.heidenhain.co.jpや
カタログマニュアル操作工作機械用デジタル
表示カウンタ　リニアエンコーダも参照してくだ
さい。

計測・検査作業用データ処理ユニット

 
詳細情報:

各インターフェースおよび電気的仕様に関し
ての詳しい説明が、カタログ
ハイデンハインエンコーダのインターフェース
(ID 1078628-xx)に記載されています。

ケーブルに関しての詳しい説明は、カタログ
ケーブル・コネクタ (ID 1206103-xx)を参照
してください。

ハイデンハインのホームページから、ご希望
の言語の操作説明書をダウンロードすること
も可能です。

このカタログの発行により、前版カタログとの
差し替えをお願いいたします。
ハイデンハインへの注文は契約時の最新
カタログを御覧ください。

ISO、IEC、ENなどの規格はカタログに明記
されているものに限ります。
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選択の手引き
計測と検査作業

画面 軸数 機能 オプション/追加機能 型式 ページ

長さ 角度

ND 200
データ処理ユニット
• 計測機器
• 調整および検査機器
• 統計的工程管理(SPC)用検査ステーション
• 簡単な送りと位置決め作業用

モノクロ 1 (調整可) – – ND 280 6
カラー 2軸まで (調整可) 計測および統計機能

(選別と公差確認、連続測定、統計的工程管理SPC)
和/差表示用の2軸目のエンコーダ、
温度補正

ND 287 8

GAGE-CHEK 2000
データ処理ユニット
• 位置決め装置
• 測定設備
• 調整および検査機器

カラー
タッチスクリーン

3軸まで (調整可) • 計測アプリケーションでの正確な測定値の取り込みと 
位置決め

• 基準点100個
• ダイヤルゲージ: 測定値と目標値、警告限界および公差 

限界との比較
• 連続測定値の記録(最大・最小値の表示機能付)
• 最大値と最小値の差分(値域)の記録
• マスタ部品の測定(マスタリング)
• 手動、連続、タッチプローブをトリガー、もしくはスイッチング 

機能をトリガーにしたデータ送信
• 直径/半径 表示
• 比較測定
• プロービング機能: ワークのエッジ、中心、円中心
• 作業者管理
• 長さや角度表示を軸単位で設定可能
• 軸を結合し測定値の合計や差分を行う

– GC 2013 10
GC 2023

GC 2093

GC 2013 I/O

EIB 700
PCを用いて測定値を取得する信号変換器
• 各種計測装置
• 検査ステーション
• マルチポイント検査装置
• 場所を選ばずに測定値を取得

PC画面 4 (調整可) • 更新レート最大50 kHzでの精密位置測定
• 測定値入力のプログラム制御が可能
• 外部および内部からの測定値トリガー機能 
• 各チャンネル毎に標準値250 000の測定値を記憶する 

メモリ機能
• 標準イーサネットインターフェース経由での 

上位コンピュータシステムとの接続

19インチラック用取付ブラケット EIB 741
EIB 742

16

IK 220
各種計測・検査ステーションにおいてPCを
用いて測定値を取得するPCIスロットカード
対応の信号変換器

PC画面 2 (調整可) • 測定値入力のプログラム制御が可能
• 外部および内部からの測定値トリガー機能
• 各チャンネル毎に約8192測定値を記憶するメモリ機能

エンコーダ出力用および外部入出力用
プラグケーブル

IK 220 18
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ND 280は、測定・検査ステーションや簡単な
位置決め作業に適している1軸用のデータ処
理ユニットです。11 µAPPおよび1 VPPインター
フェース搭載のハイデンハイン製インクリメンタ
ルエンコーダやEnDat 2.2インターフェース搭
載のアブソリュートエンコーダと接続することが
可能です。

設計
ND 200シリーズは頑丈なアルミダイキャストの
筺体が特徴です。防滴設計されたフルトラベ
ルキーボードにより作業現場で扱えるようにで
きています。グラフィカルなスクリーン画面に、
測定値、状況、ソフトキーを表示します。

ND 280
簡単な測定および位置決め作業用
データ処理ユニット

 ND 280

軸数 1個

エンコーダ入力 » 1 VPP、» 11 µAPP もしくは EnDat1): 15ピンD-sub (メス、インターフェースを自動認識)

入力周波数 » 1 VPP: ≦ 500 kHz
» 11 µAPP: ≦ 100 kHz

分割倍率 4096倍

表示分解能2) 調整可能、最大9桁
直線軸: 0.5 µm ～ 0.002 µm
回転軸: 0.5° ～ 0.00001° もしくは 00°00‘00.1�

表示 モノクロTFT スクリーン

位置値、対話画面、入力フィールド、グラフィック機能、ソフトキー

状態表示 操作モード、REF、基準点、スケーリング係数、補正、ストップウォッチ、測定単位、ソフトキーレベル

機能 • REF機能(絶対番地化または原点1個用判別機能)
• 基準点2個
• 残り距離モード
• ヘルプおよび診断機能内蔵
• シリアルインターフェースによるリモート操作

軸誤差補正 直線軸: 直線性誤差補正および最大200点の部分直線性誤差補正
回転軸: 180点での部分直線性誤差補正(点間隔 2°)

データインターフェース • RS-232-C/V.24
• USB (Type B)

電源 AC 100 V ～ 240 V (–15% ～ +10%)、48 Hz ～ 62 Hz、30 W

使用温度 0 °C ～ 50 °C (保存温度 –40 °C ～ 85 °C)

保護等級 IEC 60529 IP40、前面パネル: IP54

質量  2.5 kg

1) ピュアシリアル、インクリメンタル信号の評価機能なし
2) 接続エンコーダの信号周期によって異なる(表示分解能  信号周期/4096)

機能
ND 280は、簡単な測定および位置決め作業
に関する基本機能を備えています。ND 287に
は、測定値の収集や統計解析などの拡張機能
があります。スイッチング入出力により、ND 287
は簡単な作業の自動化も可能です(8ページを
参照してください)。

データインターフェース
ND 280はPCやプリンタへの測定値送信用、
パラメータや補正値リストの入力/出力用、そし
て診断用に以下のシリアルインターフェースを
備えています。
USB
RS-232-C/V.24
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ND 287
計測・検査ステーション用データ処理ユニット

1軸用のND 287は幅広い機能を持っている
ため、計測・検査ステーションや簡単な位置決
め作業に適しています。11 µAPPおよび1 VPP
インターフェース搭載のハイデンハイン製インク
リメンタルエンコーダやEnDat 2.2インターフェー
ス搭載のアブソリュートエンコーダと接続するこ
とが可能です。

設計
ND 287は頑丈なアルミダイキャストの筺体が
特徴です。グラフィカルなスクリーン画面に、測
定値、状況、ソフトキーを表示します。防滴設
計されたフルトラベルキーボードにより作業現
場で扱えるようにできています。

機能
ND 287は各々の位置を測定し、統計処理す
るための多くの機能、例えば、選別および公差
確認モード、最小/最大値の保存、そして連続
測定データ保存が特徴です。これらのデータ
で平均値および標準偏差を計算して、ヒストグ
ラムや管理図を表示します。ND 287はその
モジュール設計により、合計/差分を計測する
ために2台目のエンコーダを接続したり、温度
補正のためにアナログセンサを接続することが
可能です。

データインターフェース
ND 287はPCやプリンタへの測定値の送信用、
パラメータや補正値リストの入力/出力用、そし
て診断用に以下のシリアルインターフェースを
備えています。
• USB
• RS-232-C/V.24
• イーサーネット100BaseT(オプション)
位置値の送信は、NDキーボード入力、外部
指令、RS-232-C/V.24経由でのCTRL+Bソフト
コマンド、もしくは内部タイマーによる設定を用
いて開始することが可能です。

選別および公差確認
ND 287の選別および公差確認機能により測
定物の寸法精度を検査しクラス分けをするこ
とができます。評価結果は記号でカラー表示
されます。さらに、これに対応する信号がスイッ
チング出力として利用可能です。

画面固定
急速な測定値の変化でも確実に値を読み取
ることができるように外部信号を送って画面を
固定することができます。内部カウンタは動作
し続けます。

2軸目のエンコーダとの組み合わせ
2軸目のエンコーダやアナログセンサは、別売り
のエンコーダモジュールやアナログモジュー
ルを増設することによりND 287に接続するこ
とが可能です。2つのエンコーダからのデータは
数値演算で合成されます。合成結果と2つの
測定値は保存されます。これにより、2つの測
定値の合計/差分表示や温度センサを用いた
温度補正などの機能拡張が可能です。

連続測定値の保存と評価
ND 287には、連続測定値保存用のメモリ領
域を備えています。または、連続測定中、最
小値、最大値、もしくはその2つの差分値を画
面表示します。さらに表示値を選別機能により
公差チェックすることができます。保存された
測定値を以下方法で処理および表示すること
が可能です。
• 統計表示(算術平均x、標準偏差s、値域r)
• 図表( 最大/最小値、平均値、公差限界を記

載した測定値のグラフ表示)
• 測定値のテーブル一覧表示

統計的工程管理(SPC)
SPC用にND 287は1000点までの測定値を不
揮発性のFIFOメモリに保存します。以下の機
能を用いて評価することが可能です。
• FIFOメモリに保存された測定値の統計表示
• 測定値のテーブル一覧表示
• 図表(最新30個の測定値)
• 確率密度関数からの階級数10と工程能指

数CpとCpkを記載したヒストグラム
• 管理図(算術平均x、標準偏差s、値域r)

測定値の合計

選別および公差確認

測定値の取得・保存

 ND 287

軸数 1、オプション: エンコーダモジュールを利用して2軸入力可能

エンコーダ入力 » 1 VPP、» 11 µAPP もしくは EnDat1): 15ピンD-sub (メス、インターフェースを自動認識)

入力周波数 » 1 VPP: ≦ 500 kHz
» 11 µAPP: ≦ 100 kHz

分割倍率 4096倍

表示分解能2) 調整可能、最大9桁
直線軸:  0.5 µm ～ 0.002 µm
回転軸: 0.5° ～ 0.00001° もしくは 00°00‘00.1�

アナログ入力 オプション: ±10 V (アナログモジュール経由)、分解能 5 mV

表示 位置値、対話画面、入力フィールド、グラフィック機能、ソフトキー表示用スクリーン

機能 • REF機能(絶対番地化または原点1個用判別機能)
• 基準点2個と残り距離モード
• シリアルインターフェースによるリモート操作
• 選別および公差確認
• 連続測定値の記録(最大・最小値の表示機能付)
• 測定値の保存(最大10 000)
• 統計的工程管理(SPC)機能
• 分布図およびヒストグラムのグラフ表示
• 合計/差分表示(エンコーダモジュール増設時)
• 熱補正(アナログモジュール増設時)

軸誤差補正 直線軸: 直線性誤差補正および最大200点の部分直線性誤差補正
回転軸: 180点での直線性誤差補正(点間隔 2°)

データインターフェース RS-232-C/V.24、USB (Type B)、オプション: イーサネット 100BaseT (イーサネットモジュール経由)

スイッチング出力
(自動化作業向け)

• ゼロ点通過信号、トリガー信号 1 および 2
• 選別信号 “<” と “>”
• エラー

スイッチング入力
(自動化作業向け)

• ゼロリセット、表示値の設定
• 原点の判別と原点信号の無視
• 測定値の出力と画面固定
• 連続測定開始
• 最小値/最大値/差分値 表示
• 計2軸のエンコーダ入力制御
• 合計または差分表示
• 測定値1または測定値2表示

アクセサリ 取付けアダプタ、エンコーダモジュール、アナログモジュール、イーサネットモジュール

電源 AC 100 V ～ 240 V (–15% ～ +10%)、48 Hz ～ 62 Hz、30 W

使用温度 0 °C ～ 50 °C (保存温度 –40 °C ～ 85 °C)

保護等級 IEC 60529 IP40、前面パネル: IP54

質量  2.5 kg

1) ピュアシリアル、インクリメンタル信号の評価機能なし
2) 接続エンコーダの信号周期によって異なる(表示分解能  信号周期/4096)
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GAGE-CHEK 2000
測定値取得用データ処理ユニット

データ処理ユニットGAGE-CHEK 2000は、位
置決め、測定、調整および検査装置での位置
決め作業、そしてデータの取り込みやPCへの
送信など計測機械のレトロフィットに最適です。

設計
工業向けに堅牢性を高めた設計をしているた
め、GAGE-CHEK 2000は、計測室や厳しい環
境の製造現場どちらの用途にも最適な製品で
す。電源部とファンレスのパッシブ冷却装置を
内蔵した薄型アルミ筺体は、堅牢性と耐環境
性に大変優れています。特殊強化ガラス製の
タッチスクリーンは、マルチタッチ・ジェスチャを
サポートし、手袋を装着したままでも簡単に操
作を行うことが可能です。

機能
論理的に割り当てられたメニュー、ファンクション
キーにより、直感的なガイダンスを提供し様々
な機能で支援します。
ゼロリセットや基準点設定のような代表的な機
能以外に、GAGE-CHEK 2000には以下のよ
うな便利な機能があります。
• ダイヤルゲージによる測定値のグラフィカル

表示
• 連続測定値の記録 

(最大・最小値の表示機能付)
• マスタ部品の測定(マスタリング)
• 軸を結合し測定値の合計や差分を行う
• プロービング機能
• 手動、連続、タッチプローブをトリガー、もしく

はスイッチング機能をトリガーにした測定値
出力

データ伝送
測定値はデータインターフェース経由でPCに
伝送され処理されます。GAGE-CHEK 2000は
RS-232(アダプタ要)もしくはイーサーネット経由
でのデータ伝送をサポートしています。ハイデ
ンハインはイーサネット経由でのデータ伝送用
にMQTTおよびRESTプロトコルをサポートして
います。

リモートアクセス
GAGE-CHEK 2000はリモートアクセスに関す
る様々な可能性を提供します。
• スイッチング機能
• 位置に対応したスイッチング機能
• RS-232シリアルインターフェース
• イーサネット

軸名の設定が可能
画面に表示される軸の名称はアプリケーション
の要求にあわせて変更することができます。
エイリアスを指定することで、X、Y、Z軸の軸名
を簡単に変更可能です。軸名は、最大2桁の
文字と数字を自由に組み合わせることができ
ます。

直感的な画面インターフェース
高解像度7インチ画面は必要な情報をもれな
くきれいで読みやすいレイアウトで表示します。
実際の操作状況において使用可能な機能の
みを表示します。見ただけでわかる操作方法
は直感的なガイダンスを提供します。

直径/半径 表示
“D/R”(直径/半径)機能は、回転対称部品の
半径測定に使用します。例えば、表示された
半径の値とそれに相当する直径の値を切替え
ることが可能です。この切替えを行う軸は機能
内で設定を行い、直線軸または直線軸として
表示される回転軸で使用することができます。

部品の管理
GAGE-CHEK 2000は、各種測定部品に対応
する機能を設定し、ファンクションバーに構造
化して保存することができます。このように必要
な測定機能を迅速かつ簡単に選択することが
できます。

測定値の合計/差分
2軸分のエンコーダ入力を結合して位置表示
することができます。このために、2軸分のエン
コーダ入力の合計または差分を計算します。
その計算結果を位置表示内で結合軸として表
示します。
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GAGE-CHEK 2013
GAGE-CHEK 2013 I/O

GAGE-CHEK 2023 GAGE-CHEK 2093

軸数 最大3軸

エンコーダインターフェース » 1 VPP、» 11 µAPP、 
EnDat 2.2

« TTL 接続数1: 
« TTL  
接続数2: 
» 1 VPP、» 11 µAPP、 
EnDat 2.2

入力周波数 » 1 VPP: ≦ 400 kHz 
» 11 µAPP: ≦ 150 kHz

≦ 5 MHz » 1 VPP: ≦ 400 kHz 
» 11 µAPP: ≦ 150 kHz 
« TTL: ≦ 5 MHz

分割倍率 4096倍 (1 VPP入力時のみ)

表示分解能 調整可能、最大8桁 
直線軸 X、Y、Z: ～ 0.000 01 mm
回転軸 Q:  ～ 0.000 01° (00° 00’ 00.1”)

表示 7インチマルチタッチスクリーン(15:9)、解像度: WVGA 800 x 480ピクセル、対話画面、入力フィールド、
位置値表示、グラフィック機能用

機能 • 計測アプリケーションでの正確な測定値の取り込みと位置決め
• 基準点100個
• ダイヤルゲージによる測定値のグラフィカル表示
• 連続測定値の記録(最大・最小値の表示機能付)
• 最大値と最小値の差分(値域)の記録
• マスタ部品の測定(マスタリング)
• 手動、連続、タッチプローブをトリガー、もしくはスイッチング機能をトリガーにしたデータ送信
• 直径/半径 表示
• 比較測定
• プロービング機能(ワークのエッジ、ワークの中心、円中心)
• 作業者管理
• 長さや角度表示を軸単位で設定可能
• 軸を結合し測定値の合計や差分を行う

誤差補正 • 直線性誤差補正(LEC)および最大200点の部分直線性誤差補正(SLEC)
• 直角度校正、最大99 x 99点のマトリックス補正(NLEC)

データインターフェース 100 メガビット/1 ギガビット イーサネット(RJ-45): 1ポート、高速USB 2.0(Type A): 1ポート

その他接続 2機能フットスイッチ

別売アクセサリ 単一姿勢スタンド、二姿勢スタンド、多姿勢スタンド、多姿勢ホルダ、電源ケーブル、アダプタコネクタ、フットスイッチ

電源 AC 100 V ～ 240 V (±10%)、50 Hz ～ 60 Hz (±5%)、≦ 38 W

使用温度 0 °C ～ +45 °C (保存温度 –20 °C ～ +70 °C)

保護等級 IEC 60529 IP65、背面パネル: IP40

取付け 単一姿勢スタンド、二姿勢スタンド、多姿勢スタンド、多姿勢ホルダ、ねじ穴間隔が50 mm × 50 mmの取付け
システム

質量 GC 2013、GC 2023、GC 2093:  1.3 kg
GC 2013 I/O:  1.5 kg

GC 2013、GC 2023、GC 2093 と GC 2013 I/Oの接続性能比較表

GAGE-CHEK 2013
GAGE-CHEK 2023
GAGE-CHEK 2093

GAGE-CHEK 2013 I/O

デジタル入力

TTL 0 V ～ 5 V 4 4

HIGH DC 11 V ～ 30 V、2.1 mA ～ 6.0 mA
HIGH DC 3 V ～ 2.2 V、0.43 mA

– 24

デジタル出力

TTL 0 V ～ +5 V、最大負荷 = 1 k 1 1

DC 24 V (20.4 V ～ 28.8 V)、最大150 mA/チャンネル – 8

リレー出力
最大スイッチング電圧: AC/DC 30 V、最大: 0.5 A、 
最大: 15 W、最大連続電流: 0.5 A

– 2

アナログ入力
電圧範囲: DC 0 V ～ 5 V
抵抗範囲: 100  ≦ R ≦ 50 k

– 4

アナログ出力
電圧範囲: DC –10 V ～ +10 V
最大負荷 : 1 k

– 4

5 V電圧出力
電圧公差: ±5%、最大電流: 100 mA

– 1

タッチプローブ接続
供給電圧: DC 5 V または DC 12 V

デジタル入力: TTL 0 V ～ 5 V (ローアクティブ) 4 4

最大出力: TTL 0 V ～ 5 V、最大負荷 = 1 k 1 1
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機能

ダイヤルゲージ
ダイヤルゲージ機能を用いて測定値と目標値、
警告限界と公差限界とを直接比較することが
できます。ダイヤルゲージの形で測定値をグ
ラフィカル表示します。GAGE-CHEK 2000は、
ダイヤルゲージをカラー表示し評価を行うこと
ができます。

機能要素の設定が可能
インスペクタビューにて機能要素を個別に設
定することによりGAGE-CHEK 2000の機能を
ユーザーの要求にあわせることができます。測
定値の出力機能要素に加え、基準点の表と
最大・最小値の記録といった機能も利用でき
ます。

マスタリング
マスタリング機能により、マスタ部品を使用して
連続測定の測定結果への影響を減らすことが
できます。このために寸法が既知であるマスタ
部品を定期的に測定する必要があります。マ
スタ部品の測定値記録は、対応軸の位置表
示に個別もしくは全体的に引き継がれます。
定期的なマスタリングにより、連続測定の精度
が向上します。さらに、新しいワークの測定時
に迅速かつ簡単に段取りを再利用できます。

最大値・最小値の記録(MinMax)
GAGE-CHEK 2000には最大値・最小値を記
録する機能があります。必要に応じた軸の設
定が可能です。連続測定の最大値、最小値
の他に、差分を保存し、データインターフェース
経由で出力することも可能です。この機能は特
にラジアル振れの検査に役立ちます。

プロービング機能
プロービング機能は位置決めと基準点の決定
を支援します。そのため、GAGE-CHEK 2000
には、エッジ、中心線、円中心のプロービング
機能があります。

測定値出力のデータフォーマット設定が可能
RS-232データ伝送用に、GAGE-CHEK 2000
にはデフォルトフォーマットとデータ伝送用デー
タフォーマットを保存するオプション機能があり
ます。このデータフォーマット設定機能により、
GAGE-CHEK 2000はマニュアル操作式測定
機に追設するデータロガーとして最適です。こ
うした用途では、GAGE-CHEK 2000は測定
値を取り込み、データ処理を行う上位のPCに
データ転送します。



1716

EIB 700
PCを用いて測定値を取得する信号変換器

信号変換器EIB 700は、データ処理ユニットと
して4台のエンコーダと接続することが可能で
す。以下のようなアプリケーションに最適です。
• 検査ステーションおよびマルチポイント検査

装置での高精度位置計測
• 持ち運びができ、機械の校正用に現場で

データを取得
• 高精度計測装置など、カスタマイズされた

アプリケーションに搭載

EIB 700シリーズは、高分解能のエンコーダ信
号と高速で測定値の取得を必要とするアプリ
ケーションに最適な製品となっています。イー
サネット経由のデータ転送により、スイッチング
ハブなどを使用してEIBを複数個に拡張して
接続することもできます。例えば、無線LANで
の使用も可能です。

設計
EIB 700は卓上型の筺体が特徴です。取付け
ブラケットにより簡単に19インチラックに収納す
ることもできます。各EIBの電源電圧は以下の
通りです。
EIB 741: AC 100 V ～ 240 V
EIB 742: DC 24 V

機能
EIB 700は、インクリメンタル信号を最大4096
分割し測定値を出力することができます。さら
に正弦波信号の自動調整により1信号周期内
の誤差を低減します。

EIB 700に内蔵されている測定値メモリにより、
1軸あたり250 000の測定値を記憶させること
ができます。内部もしくは外部トリガーにより測
定値を軸単位で保存することができます。

インターバルカウンタにより、軸1のインクリメン
タルエンコーダと接続し、位置と独立したトリガー
として使用可能です。このため、軸1の信号を
内挿分割し位置カウンタに転送します。任意の
1点もしくは等間隔の複数点(間隔は調整可)
でトリガーパルスを生成します。ユーザーが設
定した開始位置をいずれかのカウント方向で
一度通過するとパルスを生成し続けます。トリ
ガーパルスをEIBの他の内部軸でのトリガーに
使用したり、トリガー出力経由で出力することも
可能です。

データインターフェース
データ出力はTCP/IPまたはUDPを用いた標
準イーサネットインターフェースに対応し、デス
クトップパソコン、ノートパソコン、もしくは工業用
パソコンに直接接続できます。測定値の送信
方式を操作モードにて選択できます(個別の値、
ブロック、もしくはソフトウェア要求による送信)。

パソコン上での測定値処理用に、Windows、
Linux、LabVIEW用のドライバソフト、サンプル
プログラムそしてEIBアプリケーションソフトウェ
アが同梱されています。ドライバソフトはアプリ
ケーションのカスタマイズ時のプログラミングを
容易にし、さらに、サンプルプログラムにより
EIB 700シリーズの性能を実演します。EIBア
プリケーションソフトウェアはEIB 700シリーズの
調整とデモを行います。このソフトウェアはソー
スコードで提供され、ユーザーのアプリケーショ
ン開発環境にも適応します。

操作モード ソフトリアルタイムモード 記録モード ストリーミングモード ポーリングモード

技術的特性 トリガーイベント直後に
測定値送信

EIB内部の測定値メモリに
測定値を格納する

測定値をバッファリングし、
ブロック送信

ユーザーアプリケーション
からのソフトウェア要求

トリガーソース選択 すべての内部および外部トリガーソース ソフトウェアコマンドを使用

トリガーレート ≦ 10 kHz
( 位置値読取り時間 
< 100 µs)

≦ 50 kHz ≦ 50 kHz
最大 1 200 000 バイト/秒

アプリケーションにより
異なります

主な用途 クローズド・ループ制御 超高速でデータ記録
オフラインでデータ解析

レコード長の大きいデータを
高速で記録

測定値のオンデマンド記録

EIB 741
EIB 742

エンコーダ入力 15ピンD-subコネクタ(メス、X11 ～ X14)、エンコーダ4台に対応

入力信号(切換可) » 1 VPP、» 11 µAPP EnDat 2.1 EnDat 2.2

エンコーダ供給電圧 DC 5.12 V ± 0.15 V、各チャンネル毎の最大消費電流 450 mA
550 mA にて過電流保護 (自動的に回路遮断し、リセット可能)

入力周波数 ≦ 500 kHz – –

分割倍率 4096倍 – –

信号調整 オフセット、位相、信号振幅の自動調整 – –

ケーブル長1) ≦ 150 m ≦ 150 m ≦ 100 m

測定値のデータレジスタ 48 ビット (44 ビットのみ使用)

インターバルカウンタ 軸1 (1 VPPのみ)2)を利用
1倍から100倍までの内挿分割が設定可能
トリガーソースもしくはカウンタ軸として使用可能

– –

測定値メモリ 各チャンネル毎に250 000位置値を記憶(標準値)

測定値のトリガー
3) 外部もしくは内部トリガーのどちらかを選択して4台のエンコーダ測定値を格納

外部: • トリガー入力ポートからの信号 
 • ソフトウェアコマンド(イーサネット経由)
内部: • タイマーおよびインターバルカウンタ 
 • 各軸の原点信号(軸1および他の軸)

トリガー入力4) 9ピンD-subコネクタ接続(オス)、RS-485準拠の差動入力(終端抵抗を起動可能)

トリガー出力4) 9ピンD-subコネクタ接続(メス)、RS-485準拠の差動出力4ch

測定値の呼出し 選択した操作モードにより異なります(別表を参照ください)

ソフトウェア • Windows、LinuxおよびLabVIEW用ドライバソフト
• サンプルプログラム
• EIB アプリケーションソフトウェア

データインターフェース5) IEEE 802.3準拠イーサネット (10/100/1000 Mbit/s)

ネットワークアドレス DHCP (動的ホスト構成プロトコル)による自動割当もしくは手動割当

寸法 約 213 mm x 152 mm x 42 mm

使用温度 0 °C ～ 45 °C (保存温度 0 °C ～ +70 °C)

供給電圧 EIB 741: AC 100 V ～ 240 V (±10%)、50 Hz ～ 60 Hz (±2%)、最大消費電力: 30 W
EIB 742: DC 24 V (–15 %/+20 %)、最大2 A

1) エンコーダの供給電圧範囲を守らなければなりません。本仕様内のケーブル長はハイデンハインケーブル使用時のものです。
2) 原点通過時の最大入力周波数: 70 kHz
3) 各軸ごとに異なるトリガーソースを設定することが可能です。
4) 論理入力もしくは論理出力としても使用可能です
5) EIBとPC間のデータ通信ケーブルは、伝送速度とケーブル長にあった品質のものを選ぶ必要があります。
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信号変換器IK 220は、2軸用のデータ処理ユ
ニットです。PCカウンタカードとして、コンピュー
タの空きPCIスロットに直接挿入できます。

設計
IK 220には、正弦波電流信号(» 11 µAPP)、
正弦波電圧信号(» 1 VPP)、EnDat 2.1もし
くはSSIインターフェースを搭載する2台のエン
コーダを接続することができます。
外部ラッチ入出力信号やエンコーダ出力信号
(» 11 µAPP)は、別売スロットカバーを用い
て接続することができます。

機能
IK 220は、正弦波信号を最大4096分割しま
す。外部ラッチ入力信号もしくはソフトウェアを
用いて測定値の呼出しや記憶を行うことがで
きます。

IK 220は、測定値メモリ機能を搭載しています。
合計で、最大8192の測定値をバッファメモリ
に保存し、1ブロックで呼出すことができます。

PC上での測定値の処理をユーザーが作成し
たプログラムを用いて実施することができます。
デモ用のサンプルプログラムとドライバソフトを
同梱しています。

回路簡略図

IK 220
PCを用いて測定値を取得する信号変換器
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外部ストレージ –L0、 –L1

A/D
コンバータ

スタティック
RAM
64k * 16

IK 220

エンコーダ入力 15ピンD-subコネクタ接続(オス、X1とX2)、エンコーダ2台に対応

入力信号(切換可) » 1 VPP » 11 µAPP EnDat 2.1 SSI

入力周波数 ≦ 500 kHz ≦ 33 kHz –

ケーブル長1) ≦ 60 m ≦ 10 m

エンコーダ信号の調整 ソフトウェアを用いて、オフセット、位相、振幅の調整を行うことが可能

分割倍率 4096倍

測定値のデータレジスタ 48 ビット (測定値として44 ビットのみ使用)

内部メモリ 8192位置値用

測定値のトリガー 以下方法をトリガーとすることが可能
• 外部ラッチ信号(外部入出力信号用の別売アクセサリ使用時)
• ソフトウェアコマンド
• タイマー
• 原点通過時

測定値の呼出し時間 • 調整なし、補正処理なし: 
≦ 100 µs

• 調整あり、補正処理なし:  
≦ 110 µs

• 調整あり、補正処理あり:  
≦ 160 µs

エンコーダにより異なる

インターフェース PCI バス (プラグ&プレイ)、ローカルバスRev.2.1

ドライバソフトと
デモソフトプログラム

Windows 7 (32ビット版/64ビット版)用
VISUAL C++、VISUAL BASICおよびBORLAND DELPHI対応が同梱
Windows 10 (64ビット版)用はダウンロード提供

エンコーダ出力 » 11 µAPP
IKカード内のPCBコネクタ経由(10ピン、メス)
別売オプションとして、PCスロットカバー付き対応ケーブルを用意しています。

消費電力 約 4 W (エンコーダとの接続なし)

寸法 190 mm x 100 mm

使用温度 0 °C ～ 55 °C (保存温度 –30 °C ～ 70 °C)

1) ハイデンハイン製ケーブル使用時、これより長いケーブルはお問い合わせください。
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ND 200 シリーズ
ND 200シリーズは卓上での使用を想定して
おり、簡単に積み重ねることが可能です。製品
上面にあるくぼみにより積み重ねた時に動く心
配もありません。

ND 28xの底面にあるねじ穴からM4ねじを用
いてベースに固定することも可能です。

ND 28xは19インチラックに2台並べて設置で
きます。19インチ用取付けアダプタは別売アク
セサリとして入手可能です。

アクセサリ
19インチラック用取付けアダプタ
ID 654020-01

取付け
ND 200の取付け EIB 700の取付け

EIB 700シリーズは卓上での使用を想定して
います。通気性の高い場所への設置など、設
置場所を選ぶ必要があります。

EIB 700の底面にあるねじ穴からM3ねじを用
いてベースに固定することも可能です。EIB 700
は19インチラックに2台並べて設置でき、1U
サイズ(1U = 44.45 mm)分の高さに収納で
きます。取付アダプタは別売品アクセサリとして
入手可能です。

別売アクセサリ
取付け用ブラケット
19インチラックに2台のEIB 74xを取付けるのに
使用
ID 671144-01

*) ねじ部の最大長さ: 4 mm

EIB 741:
X方向から見た図

EIB 742:
X方向から見た図

ファン

ファン

公差
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GAGE-CHEK 2000の取付け

GAGE-CHEK 2000は多姿勢または二姿勢
ベースを使用し、さまざまな傾斜角度で柔軟
に取付けることができます。
機械への取付けには、多姿勢ホルダ、もしくは
ねじ穴間隔が50 mm x 50 mmの取付けシス
テムが適しています。

多姿勢スタンド
卓上設置用
(90°の範囲内で自由に傾斜させることが可能)

ID 1089230-07

1 = 推奨締付けトルク: Md = 6.8 Nm

GAGE-CHEK 2000 
(多姿勢スタンド付)

二姿勢スタンド
卓上設置用
(20°もしくは45°の2通りの傾斜姿勢が可能)

ID 1089230-06

単一姿勢スタンド
同梱品
卓上設置用(傾斜20°)

ID 1089230-05

多姿勢ホルダ
アームへの取付け用
(90°の範囲内で自由に傾斜させることが可能)

ID 1089230-08

ストレート型取付けアーム
機械への取付け用

ID 1089207-01

公差
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別売アクセサリ: アダプタコネクタ

GAGE‑CHEK 2000用アダプタコネクタ
ハイデンハイン製品のTTLピン配列を
RSF製品とレニショー製品のTTLピン配列に変換
ID 1089210-01

ハイデンハイン製品の11 µAPPピン配列を
ハイデンハイン製品の11 µAPPピン配列に変換
ID 1089213-01

ハイデンハイン製品の1 VPPピン配列を
ハイデンハイン製品の1 VPPピン配列に変換
ID 1089214-01

ハイデンハイン製品の1 VPPピン配列を
ミツトヨ製品の2 VPPピン配列に変換
ID 1089216-01

GAGE-CHEK 2000用アダプタケーブル
ハイデンハイン製タッチプローブのピン配列を
レニショー製タッチプローブのピン配列に変換
ID 1095709-xx

TTL用アダプタコネクタ 11 µAPP、1 VPP、2 VPP用
アダプタコネクタ

データ処理ユニットは簡単かつ直感的に操作
可能です。場合によってはリモート制御も有効
です。フットスイッチはリモート制御用に使用可
能です。

フットスイッチ(別売アクセサリ)
ケーブル長: 2.4 m

15ピンD-subコネクタ付GAGE-CHEK 2000用
2つのキー付き
ID 681041-04

別売アクセサリ: リモート制御機器

フットスイッチ

インターフェース
表示ディスプレイ搭載データ処理ユニット

データ処理ユニットは、エンコーダ用、通信用、
外部機器用のインターフェース機能を搭載し
ています。

ND 280 ND 287 GAGE-CHEK 2013
GAGE-CHEK 2023
GAGE-CHEK 2093

GAGE-CHEK 2013 I/O

エンコーダ

1 VPP/11 µAPP l/l l/l l l

TTL – – l –

EnDat 2.21) l l l l

タッチプローブ – – l2) l2)

センサ – オプション ±10 V – 入力: 0 V ～ 5 V
出力: ±10 V

データ

USB タイプB タイプB タイプA タイプA

RS-232-C/V.24 l l l3) l3)

イーサネット – オプション l l

フットスイッチ – – l l

スイッチング出力 – TTL 6 TTL 1 TTL 1
8 DC 24 V

スイッチング入力 – TTL 12 TTL 4 TTL 4
HIGH DC 11 V ～ 30 V　24
LOW DC 3 V ～ 2.2 V

l = 対応可
– = 未対応
1) ピュアシリアル、インクリメンタル信号の評価機能なし
2) ハイデンハイン製もしくはレニショー社製タッチプローブ
3) USBポート経由でRS-232アダプタ接続可能
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各種入出力に対応するオプション製品を用意
しています。

2台のエンコーダ接続(オプション)
ND 287はオプション品を使用して2軸分のエ
ンコーダを接続することも可能です。

エンコーダモジュール
1 VPP、11 µAPPもしくはEnDat 2.2インター
フェース搭載エンコーダ用追加モジュール
ID 654017-01

アナログ入力(オプション)
ND 287は、センサと接続するためのアナログ
入力機能をオプションで追加することが可能
です。入力電圧範囲を4096分割します。
±10 Vのセンサでは、分解能が5 mVになりま
す。アナログモジュールはDC 5 V、DC 12 Vと
DC 24 Vの電源をセンサに供給します。

DC 5 V(B)とDC 12/24 V(A)は絶縁されてお
り、これらを同時に使用することはできません。
センサ側のコネクタには9ピンD-subが必要です。

アナログモジュール
±10 V アナログセンサ用
ID 654018-01

ピン番号 ピン割当

1 –12 V (A)/85 mA

2 0 V (A)

3 0 V (A)

4 +12 V (A)/85 mA

5 シールド

6 0 V (B)

7 0 V (B)

8 センサ(B) 最大±10 V

9 +5 V (B)/400 mA

イーサーネット(オプション)
ND 287はイーサーネットモジュールを搭載す
ることが可能です。

イーサネットモジュール
ID 654019-01

本モジュールはRJ 45コネクタ(8ピン、メス)を備
えており、イーサネットインターフェース100BaseT
に対応可能です。これによりND 287は直接
イントラネットに接続したり、クロスケーブルを用
いてPCに接続することが可能です。

ピン番号 ピン割当

1 TX+

2 TX–

3 REC+

4 割当なし

5 割当なし

6 REC–

7 割当なし

8 割当なし

ハウジング 外部シールド

ND 287のオプション製品 ND 287のスイッチング入力/出力機能

スイッチング入力
ND 287は多くのリモート操作用の入力端子と
スイッチング機能用の出力端子を備えていま
す。入力端子はパルスもしくは接点信号に対
応しています。

例外: データインタフェース経由で測定値を送
信するスイッチング入力は接点信号とパルス
信号用に分かれています。

LOW信号ULが適用されたとき(接点信号もし
くはパルス信号が0 V)、スイッチング入力Eは
アクティブになります。

信号レベル
– 0.5 V   ≦ UL ≦ 0.9 V ( IL ≦ 6 mAにおいて) 
3.9 V ≦  UH ≦ 15.0 V

tmin ≧ 30 ms

ゼロリセット/セット値
外部信号により各軸をゼロ値表示もしくはパラ
メータに記憶された値(SET)に設定することが
可能です。

連続測定の外部制御
MIN/MAX/DIFFの表示切替え
対応するスイッチング入力にLOW信号を適用
し続けると、連続測定のリモート制御機能が起
動します。連続測定の開始とMIN/MAX/DIFF
の表示切替えはスイッチング入力を追加する
ことによってリモート制御されます。

原点信号の無視
(原点信号の無効化)
スイッチング入力がアクティブの場合、デジタ
ル表示カウンタは全ての原点信号を無視しま
す。ボールねじとロータリエンコーダで構成さ
れた機構での長さ計測が代表的なアプリケー
ションとなります。

REFモードの起動もしくは停止
電源投入時もしくは停電後の電源回復後、デ
ジタル表示カウンタはREFモードに外部的に切
替わります。次に信号が入力されたときREF
モードは停止します(スイッチング機能)。

2軸分の測定値表示
オプションとして、ND 287は2軸分のエンコー
ダ入力が可能です。スイッチング入力の使用
によって、測定値の個別表示、合計/差分表
示やその他論理演算が可能です。

接点信号

パルス信号

ND 287

スイッチング入力 12 ゼロリセット、エラーメッセージの取り消し
基準点の設定
連続測定のリモート制御、もしくはX11)値の表示
連続測定の開始、もしくはf (X1、X2)1)値の表示
最小値MINの表示、もしくはX21)値の表示
最大値MAXの表示、もしくはX1 + X21)値の表示
差分値DIFFの表示、もしくはX1 – X21)値の表示
測定値の出力 (パルス信号)
測定値の出力 (接点信号)
原点信号の無視 (X1入力)
原点信号の無視 (X2入力)
REFモードの起動もしくは停止

スイッチング出力 6 “0”表示
測定値 ≧ スイッチング限界値 A1
測定値 ≦ スイッチング限界値 A2
測定値 > 上方選別限界
測定値 < 下方選別限界
エラー

1) パラメータにより設定変更可能
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スイッチング出力
ND 287は0 V(=アクティブLOW)に切替わる
オープンコレクタ出力機能を備えています。

信号出力の遅延
tV ≦ 20 ms

信号レベル
UL ≦ 0.4 V ( IL ≦ 100 mAにおいて)
UH ≦ 32 V ( IH ≦ 10 µAにおいて)

トリガーポイント(実値モード)
測定値がパラメータで定義されたトリガーポイ
ントに到達した時、対応する出力信号がアク
ティブになります。2つまでのトリガーポイントを
定義可能です。

スイッチオフ範囲(残り距離モード)
残り距離モードではトリガーポイントはスイッチ
オフ範囲として機能します。その範囲は表示値
“0”から等距離に表示されます。

選別限界
測定値がパラメータで定義された限界値を超
えた時、対応する出力信号がアクティブになり
ます。

測定値 < 下限値

測定値 > 上限値

距離

時間

エラー用トリガー信号
ND 200シリーズは常に測定信号、入力周波
数、データ出力などを監視し、エラー発生時に
メッセージを通知します。測定やデータ出力に
重大な影響を与えるようなエラーが発生した
場合、デジタル表示カウンタはスイッチング出
力をアクティブにします。この機能により自動
化工程における監視を可能にします。

ゼロクロスオーバー
表示値が“0”において、対応する出力信号が
アクティブになります。信号の最小時間間隔は
180 msです。

限界クラス: 下限値 上限値

距離

移動方向

エラー xx

残り距離

実値の出力

a = 移動距離

信号変換器EIB 700およびIK 220

EIB 700とIK 220には、エンコーダとの接続お
よびリモート操作用にD-subコネクタを装備して
います。

IK 220は、スロットカバーを追加することにより、
エンコーダ信号を出力することができます。他
のデータ処理ユニットもしくはインターフェース
ユニットEXE用に11 µA電流信号出力に対応
します。また、スロットカバーは、外部ラッチ入
力/出力との接続もでき、例えば、測定値の保
存に利用できます。

EIB 700 IK 220

エンコーダ入力

1 VPP 41) 21)

11 µAPP 41) 21)

EnDat 2.1 41) 21)

EnDat 2.2 41) –

SSI – 21)

エンコーダ出力

11 µAPP – 2 (別売アクセサリ使用時)

トリガー入力 4 2 (別売アクセサリ使用時)

トリガー出力 4 2 (別売アクセサリ使用時)

論理入力/出力 4/42) 2/–

1) 選択可能
2) トリガーもしくは論理入力/出力としても使用可能



368171-xx

368172-xx

349687-xx

335077-xx

(9 m max.)

3130

別売アクセサリ
IK 220用外部入力/出力
2個の9ピンD-subコネクタ(オス)付スロットカバー
ID 340253-01

IK 220用出力部品
2個の9ピンD-subコネクタ(オス)付スロットカバー、
エンコーダ信号(11 µApp)を信号変換器に出力
ID 340252-01

後続電子部の入力回路により異なります

出力部品
340252-01

1 VPP: 最長60 m
EnDat/SSI: 最長10 m

1 VPP  310199-xx
EnDat/SSI  332115-xx

1 VPP  309783-xx

11 µAPP: 最長60 m

IK 外部入力/出力
340253-01

エンコーダ入力

データ処理ユニットはハイデンハインエンコーダ
との接続用インターフェースを搭載しています。
他のインターフェースについてはお問合せくだ
さい。

ピン配列 » 1 VPP

15ピンD-subフランジソケット(メス)

 電源 インクリメンタル信号 他の信号

 4 12 2 10 1 9 3 11 14 7 5/6/8/
13/15

» 1 VPP UP センサ
UP

0 V センサ
0 V

A+ A– B+ B– R+ R– /

シールドはハウジングへ、UP = 供給電圧
センサ: センサ線は内部にて電源線と接続されています。
未使用のピンまたは線は使用しないこと!

ピン配列 « TTL
9ピンD-subフランジソケット(メス)

 電源 インクリメンタル信号 他の信号

 7 6 2 3 4 5 9 8 1

« TTL UP 0 V Ua1 ¢ Ua2 £ Ua0 ¤ /

シールドはハウジングへ、UP = 供給電圧
未使用のピンまたは線は使用しないこと!
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ピン配列 ND 200 および GAGE-CHEKシリーズ (» 1 VPP/» 11 µAPP/EnDat)
15ピンD-subフランジソケット(メス)

 電源  インクリメンタル信号 シリアルデータ伝送

 4 12 2 10 6 1 9 3 11 14 7 5 13 8 15

» 1 VPP UP センサ
UP

0 V センサ
0 V

/ A+ A– B+ B– R+ R– / / / /

» 11 µAPP 内部
シールド

I1+ I1– I2+ I2– I0+ I0– / / / /

EnDat / / / / / / DATA DATA CLOCK CLOCK

シールドはハウジングへ、UP= 供給電圧
センサ: センサ線は内部にて電源線と接続されています。
未使用のピンまたは線は使用しないこと!

ピン配列 EIB 700シリーズ (» 1 VPP)

15ピンD-subフランジソケット(メス)

 電源 インクリメンタル信号 他の信号

 4 12 2 10 6 1 9 3 11 14 7 8 6 5/13/15

» 1 VPP UP センサ
UP

0 V センサ
0 V

/ A+ A– B+ B– R+ R– L1/H1) L2/L1) /

» 11 µAPP 内部
シールド

I1+ I1– I2+ I2– I0+ I0– / / /

シールドはハウジングへ、UP= 供給電圧
センサ: センサ線は内部にて電源線と接続されています。
未使用のピンまたは線は使用しないこと!
1)
 ホーミングもしくはリミット信号用のピン(対応エンコーダの場合)

ピン配列 EIB 700シリーズ (EnDat)
15ピンD-subフランジソケット(メス)

 電源  インクリメンタル信号1) シリアルデータ伝送 他の信号

 4 12 2 10 6 1 9 3 11 5 13 8 15 7/14

EnDat UP センサ
UP

0 V センサ
0 V

内部
シールド

A+ A– B+ B– DATA DATA CLOCK CLOCK /

シールドは ハウジングへ、UP= 供給電圧
センサ: センサ線は内部にて電源線と接続されています。
未使用のピンまたは線は使用しないこと!
1) 区分EnDat01およびEnDat02のエンコーダ用

ピン配列 IK 220
15ピンD-subフランジソケット(オス)

 電源  インクリメンタル信号 シリアルデータ伝送

 1 9 2 11 13 3 4 6 7 10 12 5 8 14 15

» 11 µAPP UP
5 V

センサ
5 V

UN
0 V

センサ
0 V

内部
シールド

I1+ I1– I2+ I2– I0+ I0– / / / /

» 1 VPP A+ A– B+ B– R+ R– / / / /

EnDat
SSI

A+ A– B+ B– / / DATA DATA CLOCK CLOCK

シールドはコネクタのハウジングへ
未使用のピンまたは線は使用しないこと!
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EIB 700アプリケーションソフトウェア

EIBアプリケーションソフトウェアには、以下2つ
の機能があります。

EIB 700の調整とデモ機能
• EIB 700にて簡単にシステム構築するのに

必要な各種設定 
( 例: 入力インターフェース、データパケット、
操作モード、トリガー設定)

• 1台以上複数のEIB 700の管理
• EIB 700が送信した位置値の簡易表示
• 異なるアプリケーション間でプロジェクト管理

できるように各種設定を保存
詳細はUser’s Guide(英語版)を参照してくだ
さい。

ユーザーアプリケーション用プラットフォーム
このソフトウェアはソースコードで提供されるた
め、直ちにお客様のアプリケーションに導入す
ることができます。
EIBアプリケーションソフトウェアは、C++/CLIと
Visual Studio 2008のWindows Formsでプ
ログラミングされています。このプログラム開発
環境は業界で広く使用されていますが、例え
ばWindows 10のような最新のOSを必ずしも
必要としません。ユーザーは他のグラフィック
ユーザーインターフェースにプログラムを組込
むことが可能です。
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